
栃木農試研報No.21：91～98（1976）

メロンの着果と果実肥大に及ぼす生長調整物質の影響について

高野邦治・川里宏

　　　　　　1　緒　　　言

　メロン栽培において着果不良は重要な問題で

あり，これは花自体の素質にもよるが環境条件

により大きく支配される．ことに開花期の低温

や日照不足による花粉ねん性の低下や開やく不

良で着果が不安定になりやすい.15，16，18)

　着果不良対策としてのホルモン剤の利用につ

いて報告がいくつかあり，近藤8)はプリンスメ

ロンにナフタレン酢酸を処理することによって

単為結果することを，また高山20）はトマトトー

ンやベンジルアデニンでプリンスメロンの着果

率が向上することを認め，メロンの着果促進に

ホルモン剤が有効であることを指摘している．

　しかし，これらはいずれも露地メロンを対象

としたもので，最近育種が進んでいるハウスメ

ロンについての報告は少ない13)

　そこで筆者らはハウスメロンの着果安定化を

はかるため1972年から基礎的な花粉ねん性の問

題と着果ホルモン剤の効果について検討を行っ

た．そして花粉のねん性については第18号で報

告したが，今回は着果ホルモン剤に関してトマ

トトーンとベンジルアミノプリンが有効である

ことを確認し，それらの処理法を明らかにした

ので報告する．

　またナフタレン酢酸は着果促進に効果がなか

ったが，飯山2)が指摘する様に果実の肥大促進

に効果があり，その処理法についても検討した

のであわせて報告する．

　　　　　II　材料及ぴ方法

　1．　着果ホルモン剤の種類と濃度について

1972年春作はサンライズを用い，BA（N6一ベ

ンジルアミノプリン3％，クミアイ化学），PC

A　（パラクロルフェノキシ酢酸0．15％，トマト

トーン，石原産業〉，NAA（ナフタレン酢酸5

％，ナフサク，三共製薬），トライロン（2一ヒ

ドロキシメチルー4一クロロフェノキシ酢酸ナ

トリウム9．8％，塩野義製薬）の着果促進効果

を検討した．

　濃度はBAが100，200PPm，PCAが15pPm

（対製品希釈1％液），30ppm（2％液），　トラ

イロンが500ppmとした。

　処理方法は12～16節についた雌花を供試し，

開花当日人工受粉を行った後ハンドスプレーで

子房部に側面から2吹き噴霧した.無処理は人

工受粉だけ行った．

　栽培は2月21日には棟し，3月30日に無加温

ハウス内に定植した．仕立法は1本仕立て立ち

栽培で23～25節で摘心した．栽植密度はa当た

り240株，施肥量はa当たりN：2kg，P205：

3kg，K20　：2kgとした．

　着果率調査は開花1週間後に約30花について，

また果実調査は収穫時に糖度が5果，それ以外

は40果を供試して行った．糖度は屈折糖度計で

測定した．

　1972年秋作はサンライズとキングを供試し，

上記のホルモン剤の他に2，4－D（2，4一

ジクロルフェノキシ酢酸ナトリウム1水化物95

％，石原産業）5ppmも加えて検討した．

　栽培法は7月16日は種，8月8日定植でその

他は前の試験に準じて行った．

　2．　着果ホルモン剤の処理時期について

　前年の結果で着果促進効果が高かつたB　Aと

PCAについて，処理適期の範囲を明らかにす

るため処理時期の検討をした．
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　供試品種はサンライズで，供試ホルモン剤は

BAが100PPm，PCAが15PPmを用いた．

　処理時期は開花1日前，当日，　1日後，2日

後，3日後，4日後の6区を設けた．処理方法

はそれぞれの日にハンドスプレーで子房と果梗

にホルモン剤を2吹き噴霧し，あわせて開花当

日に人工受粉も行った．無処理区は人工受粉だ

け行った．

　栽培は1973年2月まきの立ち栽培で，14～18

節の雌花を供試した．

　3．　肥大促進ホルモン剤の処理法と

　　　処理時期にっいて

　ナフタレン酢酸の果実肥大促進効果を明らか

にするために・1973年春作はサンライズを供試

して，濃度，処理方法及び処理時期について検

討した．

　処理区は果実肥大初期3ppm液茎葉散布，

ネット発生初期3ppm液茎葉散布，果実肥大

初期200ppm液果実散布，ネツト発生初期果実

散布及ぴ無処理の5区を設けた．果実肥大初

期は開花後13旧目，ネツト発生初期は開花後23

日目で果面に縦のネットがわずかに入った時期

であった．

　ナフタレン酢酸はナフサク錠（三共製薬）を

用い，茎葉散布は1株当たり50mlを茎葉全体に，

果実処理は1株当たり1mJを果実全面に散布．し

た．裁培は2月21日まき・立ち栽培で1株2個

着果とし，規模は1区6株で行った．

　1973年秋作は前回の結果から3ppm液茎葉全

体散布が効果的と考えられたので，この方法に

おける処理時期について検討した．

　供試品種はキングとコサックで，処理時期は

果実肥大初期（開花後7日目），　果実肥大初期

とネット発生中期（開花後17巳目），　ネット発

生中期及び無処理の4区を設けた・

　栽培は8月21日まき，規模は1区10株2区制

で行うた．

　4．　肥大促進ホルモン剤の効果の

　　　品種間差について

　前年の試験で品種によりNAAの効果に差があ

ることが観察されたので，6種のメロンについ

て検討した．供試品種は温室メロンのアールス，

ハウスメロンのキング，コサック，ふかみどり，

アイボリー，露地メロンのプリンスを用いた．

　処理はNAA5，3，1ppmと無処理の4区を

設けた．処理方法は果実肥大初期（受粉後7日

目）に所定のNAAを1株当り150mJを背のう式

噴霧器で茎葉全体に散布した．

　栽培は1975年2月25日まきで，立ち栽培とし

アールスは1株1個，プリンスメロンは1株2

本仕立て4個，その他の品種は1株2個着果と

した．

　規模は1区アールスが7株，キングが12株，

コサックが6株，ふかみどりが8株アイボリ

ーとプリンスメロンが10株で検討した．

　　　　　　m　結果
　1．　着果ホルモン剤の種類と濃度について

　着果率に及ぽす影響について，春作の結果は

第1表に示すとおりBA100，200PPm，PCA

15，30PP血の着果率が無処理に比べ極めて高か

った．そしてBA，PCAとも濃度間には差がな

かった．トライロン500PPmはBA，　PCAに

ついで着果率が高かった．NAAは100，200PPm

とも無処理と同様であった．

　秋作の結果は第2表のとおり，両品種とも同

様の傾向でBA100，200PPm，PCA15，30PP

mの着果率は無処理より高く，濃度間ではBA，

PCAとも大差がなかった．トライロン，2，4

－Dは無処理と大差なく，NAA100，200PPm

は無処理より極めて低かった．

　つぎに果実に及ぼす影響について，春作の結

果は第1表に示すとおり，果重はBA200ppm

を除いて無処理と同等かやや大きい値であった．

ネットの発生は処理間で大差なく，糖度はN　A

A200ppmが無処理よりやや低かったが，それ
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以外は無処理と大差がなかった．

秋作の結果は第2表のとおり，果重はキング

の場合BA200ppmを除いて無処理　より大き

い値であった．サンライズではいずれの処理も

　　　ヴ無処理よりやや大きい値であった．ネットの発

生はキングではNAA100，200PPm，2，4－

Dが，サンライズではPCA15PPm，NAA100，

200ppmがやや劣った．糖度はキングではいず

れの処理も無処理より高かったが，サンライズ

第量表　着果ホルモン剤が着果率及ぴ果実に及ぼす影響（1972・春作）

ではPCA15，30PPm，NAA100PPm，　トライ

ロン，2，4－Dが無処理よりやや低かった．

　2．　着果ホルモン剤の処理時期について

　着果率について，第3表のとおりP　C　Aの場

合，開花4日後処理は無処理（人工受粉のみ）

よりやや劣ったが，それ以外め区は無処理より

高く，とくに開花1日前，当日，1日後処理が

高かった．

BAの場合はすべての処理が無処理よりすぐ

　　　　　　　　れ，とくに開花当日及

　　　　　　　　び1日後処理が高く，

ホルモン剤
濃度　処理花数　着果数　着果率　果重　ネット　糖度　ついで開花1日前及ぴ

ppm個個％9指数％　 一

B　A
B　A
PCA
PCA
NAA
NAA
トライロン

無処理

100

200

30

15

100

200

500

16　　14
16　　14
20　　18
25　　22
9　　　3

10　　3
21　　15
23　　　5

8
8
0
8
3
0
1
2

8
8
9
8
3
3
7
2

769　　4．2

631　　4．9

725　　5．0

712　　4．7

675　　4．8

699　　4．9

764　　4．6

642　　4．6

14．3

14．2

14。8　で，っいでP　C　A及び

12。O
　　BAの4日後処理の
13．9
15．1　順で・その他の処理は

　　2日後処理が局かった．

　　　果実に及ぼす影響に

14．9　ついては第3表のとお

14．5　り，果重は無処理が最大

注．ネットの指数は最良を5，ないものを0とした
大差がなかった．不ッ

トの発生はPCA，B

第2表　着果ホルモン剤が着果率及び果実に及ぽす髭　1972・

品種ホノレモン剤濃度処理花数着果数着果率
　　　　　　　ppm　　個　　　個　　　％

果重ネット糖度

キ
ン
グ

B　A
B　A
PCA
PCA
NAA
NAA
トライロン

24－Dつ

無処理

100

200

30

15

100

200

500

5

5
1
9
3
9
5
5
4
9

4
4
3
3
2
3
5
4
5

8
0
1
7
4
8
9
6
0

3
4
つ
」
2
　
　
　
n
乙
6
乙
4

4
8
0
2
4
3
3
9
8

8
9
8
8
1
2
5
5
6

928

831

1，044

1，027

903

1，028

936

993

928

8
4
5
3
4
6
2
6
3

4
4
4
4
3
3
4
3
4

13．0

13．0

13。3

11．8

11．9

12．1

11．8

12．2

11．7

サ
ン
ラ
イ
ズ

B　A
B　A
PCA
PCA
NAA
NAA
トライロン

2，4－D

無処理

100

200
30

15

100

200

500

5

6
0
3
7
6
6
8
7
9

4
4
5
5
3
3
4
4
4

2
9
2
0
0
0
8
3
3

4
3
4
5
1
1
2
3
3

1
8
9
8
8
8
8
2
7

9
9
7
8
2
2
5
7
6

823

825

892

860

875

823

脳
853

810

4
5
3
6
8
7
9
0
2

4
4
4
3
2
2
3
4
4

13．5

14．0

10．8

12．3

12．2

14．5

12．7

11．5

13．5
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第3表　着果ホルモン剤の処理時期が薦果率，果実特性に及ぽす影響

ホルモン斉11 　　　　処理花数処理時期
　　　　　　個

着果数
　個
着果率果　　重
　％　　　9

ネット糖　　度
指　　数　　％

P　C　A

開花前日

　当日
　1日後

　2日後

　3日後

　4日後

n
乙
6
8
Ω
》
Q
り
『
⊥

3
4
3
3
n
乙
ワ
θ

A
U
「
⊥
9
4
0
4

n
乙
3
1
1
『
⊥

3
7
0
7
4
9

6
6
ζ
》
3
4
『
⊥

714

708

701

699

720

791

4．1

4．1

4．1

4．0

4．0

4。1

15．3

15．3

15．3

14．3

14．2

14．3

B A

開花前日

　当日
　1日後

　2日後

　3日後

　4日後

3
7
4
Ω
り
F
D
l

n
乙
4
3
《
乙
2
n
乙

6
Q
》
9
0
7
Ω
り

ー
⊥
Q
り
0
乙
6
乙

0
3
F
D
－
Ω
U
Ω
∪

7
8
Ω
U
ワ
」
2
3

658

720

673

663

665

787

3．9

3．9

4．0

4。1

3．9

4．1

14．8

15．0

14．5

14．3

14．0

13．5

無処理 18 4 22 808 4．3 15．0

Aの場合とも処理間に差がなかった．糖度はB

Aの4日後処理がやや劣ったが，その他の処理

は15％前後で大差がなかった．

　3．　肥大促進ホルモン剤の処理法と

　　　処理時期について

　1973年春作の結果は第1図及ぴ第4表に示

した．果実の縦径の肥大推移は第1図のとおり

で，果実肥大初期に3または200ppm液を処

理した区は処理直後の肥大が極めて良かった．

　収穫時の果実の大きさ（縦径，横径）は果実

肥大初期200ppm液処理区が最大で，ついで

果実肥大初期3ppm液処理区が大きく，これ

らは無処理よリ有意に大きかった．ネット発生

初期3及ぴ200ppm液処理区はともに縦径は

無処理と有意差がなかったが，横径は有意に大

きかった．

　果重は果実肥大初期200ppm液処理区が最

大で，ついで果実肥大初期3ppm液処理区，ネ

ツト発生初期200ppm液処理区の順でこの3

区は無処理よリ有意に大きかった．ネットの

発生について量的には処理間に差がなかったが，

200ppm液を果実に処理した区はネ・ソトがや

や太くなリ外観的に悪くなった．

　1973年秋作でN　A　Aの処理時期について検討

した結果は第5表に示した．キングの果重，果

実の大きさ（縦径，横径）は果実肥大初期処理

区，果実肥大初期とネット発生中期処理区との

間では有意差はないが，これらの区はネット発

生中期処理区，無処理区よリ有意に大きかった．

ネット発生中期処理区は無処理区と有意差がな

かった．

　コサックの果重，果実の大きさは処理間で有

意差がなかった．

　4．　肥大促進ホルモン剤の効果の

　　　品種間差について

　N　AA処理による落果にっいて，第6表のと

第4表 ナフタレン酢酸の濃度と処理時期が
　　　果実の肥大に及ぼす影響

処 理
　　果重　縦径　横径ネツト
区
　　g　cm　cm　指数

3ppm
3ppm
200ppm

200ppm

無　処　理

果実肥大初期　　1082　12．8　12．4　4，5

ネツト発生初期　932　11。7　12．2　4，5

果実肥大初期　　1153　13．2　12．7　4．5

ネット発生初期　1050　12，3　12，7　4．5

　　　　　78211，411．14．5
LSD（0，05） 152　1．10，6

一94一



H3p㎝一燃初期○→　　3PFn一ネット発生初期
ム・一一ム200P㎝一果実肥大初期

▲一一一▲200p伽一率ット発生初期

襲一一x無　処　理　　　　　　　　　　　　，，△

　　　　　一一一々2＿一一一’▲

第5表 ナフタレン酢酸の処理時期が
　　　　　　果実の肥大に及ぼす影響

果
実
の
縦
琶
（
㎝

　　　　　　　　　　　果重
品種　　処理時期
　　　　　　　　　　　　9

縦径　横径　ネツト

cm　cm　指数

ノ
／

イ6

　　果実肥大初　　　　　　　1041

キ
　果実肥大初＋ネツト発生中1044
ン

グ　　ネツト発生中　　　　　　　852

　　無　処　理　　　　834

12，412，74，0

12，312，64，2

11，312．14，3

11，311，84，1

欄査鱒期（月日）
LSD（0．05） 90　0，5　0，4

第1図　NAAが果実肥大に及ぽす影響

おリコサ・ソクとアイボリーは3，5ppm区で落

果が発生し，両品種とも5ppm区に多かった。

他の品種では落果現象はなかった．

　果実の肥大について，収穫時の果重と果実の

大きさ（縦径，横径）を第6表に1示した。

　アールスの果重は5ppm区は3ppm区よリ，

3ppm区は1ppm区，無処理よリ有意に大きい

値であつた．果実の大きさは3，5ppm区が
1ppm区，無処理よリ有意に大きかった．

　キングとふかみどりは果重，果実と大きさと

　　果実肥大初　　　　　　　1178
コ

サ　果実肥大初＋ネツト発生中1183

ツ　ネツト発生中　　　　　　1123
ク

　　無　処　　理　　　　1152

13，413．62．3

13，313，72，3

13，413，32，5

13，513，22，4

LSD（0．05） N　S　N　S　N　S

も3，5ppm区は1ppm区，無処理よリ有意に

大きく，3，5ppm間では差はなかった。

　コサックの果重は3ppm区だけが無処理よリ

有意に大きい値で，果実の大きさは縦径は差が

ないが横径は3，5ppm区が無処理よリ有意に

大きかった．

第6表　ナフタレン酢酸の果実肥大効果の品種問差

品種 処理区
落果率 果重 縦径 横径

品 種処理区
落果率 果重 縦径 横径

％ 9 cm cm ％ 9 cm cm
5ppm 0 1，880 15．2 14．3 ふ 5ppm 0 1，317 15．0 12．8

ア
ー
3ppm 0 1，694 14．9 13．7 か

み
3ppm 0 1，241 14．8 12．6

ル 1ppm 0 1，483 13．8 13．5 ど 1ppm 0 1，141 14．6 12．3

ス 無処理 0 1，476 14．1 13．4
リ
無処理 0 1，094 14．4 12．1

LSD（0．05） 166 0．5 0．4 LSD（0．05） 80 0．4 0．3

5ppm 0 1，154 12．9 12．7 5ppm 7 1，105 14．6 12．3

キ 3ppm 0 19135 12．7 12．5 ア 3ppm 4 1，109 14．7 12．4

ン
グ
1ppm 0 985 12．4 12．1 イ

ポ 1ppm 0 13120 14．5 12．3

無処理 0 968 12．4 11．8 リ 無処理 0 1，056 14．2 12．1

LSD（0．05） 74 0．4 0．3 1 LSD（0，05） NS NS ’NS

5ppm 20 1，383 14．7 13．3 5ppm 0 839 13．0 11．1

コ 3ppm 5 1，437 14．7 13．5 プ 3ppm 0 867 13．0 11．1

サ
ツ 1ppm 0 1，304 14．3 13．1 リ

ン
1ppm 0 808 12．5 10．8

ク 無処理 0 1，266 14．2 12．8 ス 無処理 0 785 12．2 10．8

LSD（0，05） 148 NS 0．5 LSD（0．05） 65 0．4 NS
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　アイボリーは果重，果実の大きさとも処理間

で有意差がなかった．

　プリンスメロンの果重は3ppm区が無処理よ

リ有意に大きい値であった．果実の大きさは横

径は差がないが，縦径は3，5ppm区が1ppm

区，無処理よリ有意に大きかった．

　　　　　　　lV　考察
　着果ホルモン剤の種類と濃度について，今ま

でPCA，NAAなどのオーキシン類はメロン

に対しても着果促進効果があることが報告され

ている，

　P　C　Aの効果については，プリンスメロンに

対して高山20）は100倍，幾竹3）は80倍で，茂木

10） はサンライズに対して50，100倍で，また永

井11）はメロディに対して10，50倍で効果がある

としている．

　本試験の結果はサンライズ，キングに対して

15，30PPm（製品100，50倍に相当）で着果率

が極めて高く茂木らの結果とほぼ一致している

が，永井とは濃度に多少違いがみられる．

　この理由として処理時の環境条件，ホルモン

剤の使用量の違いなどが考えられるが，ともか

く30ppm（製品50倍）前後の濃度で着果効果が

期待できるものと思われる．そして15～30ppm

液は柱頭に散布されても花粉の発芽，伸長に影

響がなく18），果実の肥大や品質にも悪影響を及

ぼさないことからP　CAは実用性が高いものと

考えられる．

　NAAについては，プリンスメロンに対して

200～300ppm8）ナフサク250倍3）で有効と

の報告がある一方，サンライズに対して100，

200ppmで効果がないlo）との報告もある．

　本試験の結果はサンライズ，キングに対して

100，200ppmとも無処理より着果率が劣る場

合が多く，後者同様効果がなかった．

　この点について，近藤8）はN　AAの感受性は

品種によつて差があるとしていることから本試

験で供試したメロンに対して100，200ppmは

濃度が高過ぎるものと考えられる．

　またNAAはカボチャの着果ホルモン剤とし

て実用化しているが，やはり品種，系統によっ

て効果に差があるとされていることから，N　A

Aの効果は品種，環境条件などによつて一定し

ない様に思われる．

　トライロンについてはサンライズやマクワウ

リに対し500ppmで有効としているものや1・10）

プリンスメロンに対して660倍（約150ppm〉

で効果がない3）との報告があり，2，4－Dに

っいてはプリンスメロンに対し10ppm子房処理

6），20万倍茎葉処理7）が有効などの報告がある．

　本試験の結果は，トライロンは1972年春作で

無処理より着果率が高かったが，秋作では無処

理と差がなく明らかな効果は認めがたい．また

2，4－Dも効果がなかった．

　この様な理由として，両ホルモン剤ともP　C

A同様オーキシンの一種であるから着果促進効

果が期待できると思われるが，濃度が適切でな

かったためと考えられる．

　つぎにBAは上記のオーキシン類とは異なり

サイトカイニンの一種であるが，これもメロン

に対して着果促進効果があることが報告されて
いる♪6・9・10・13・20）

　しかしながら研究者によつて濃度に差があり，

森9）はサンライズに対し1，000ppm以下では効果

がないが30，000ppmで効果があるとしており，

Jones4）はマスクメロンに対し1～2％（10，

000～20，000ppmに相当）で効果があるとし

ている．

　これに対して高山20）はプリンスメロ，ンで100

～10，000PPm，茂木10）はサンライズでは100～200

ppmで効果があるとし，低濃度でも効果がある

ことを認めている．

　本試験の結果は100，200ppmで着果率が極

めて高く後者らの結果と同様であった．

　この様に濃度が異なる理由として，P　CAの

一96一



場合と同様に，効果は成分量が影響することか

らホルモン剤の使用量の違いや処理時の環境条

件の違いなどが考えられるが，それにしても濃

度にかなりの差があり明らかな理由は分らない．

　いずれにしてもB　Aは着果促進の効果がある

と考えられるが，最適濃度は今後の解明にまた

ねばならない．

　着果ホルモン剤として有効であつたPCAと

BAについて処理時期の検討を行った結果，P

CAは開花1日前から1日後まで，BAは開花

1日前から2日後までの着果率が無処理に比べ

極めて高かった．

　この点については近藤8，のマクワウリにN　A

Aを供試した結果と一致しているが，プリンス

メロンを供試した高山20）の報告ではBAで開花

8日後までの着果率向上を認めており一致して

いない様に思われる．いずれにしてもPCA，

BAは少なくとも開花1日前から1日後までは

効果が期待できるものと考えられる．

　また他の作物でも，トマトに対するPCA21）

やカボチャに対するN　AAは開花当日のみなら

ずその前後数日間効果があることが認められて

いる塑

　処理方法については噴霧法と塗布法があるが，

高濃度液を用いる場合は薬害が生じることから

BAでは1，000ppm以上では離層部塗布が望ま

しい1）　しかしB　Aではそれ以下，PC　Aでは

30ppm以下であれば薬害の心配がないので子房

部噴霧が良いと考えられる．

　またホルモン剤処理と人工受粉の併用につい

て．本試験ではホルモン剤単用は検討していな

いが佐田14）はメロンで，斉藤17）はカボチャでホ

ルモン剤単用の場合果形が乱れたり，果実品質

が低下することを指摘していることから人工受

粉も併用した方が良いと考えられる．

　果実の肥大は栽培管理，とくにかん水と密接

な関連があり5），適切な水分管理を行うことに

よつて果実の肥大をはかるのが基本であるが，

ハウスメロンは温室メロンとは異なり1株に2

個つける場合もあり，果実肥大促進対策が問題

となる．

　この様な点からNAAの肥大効果を検討した

ところ，収穫時の果実の大きさ，果重とも無処

理より大きく肥大効果が認められた．

　N　AAの肥大効果はメロン以外の野菜では報

告がないが，果樹ではミカン12），ポンカン17）な

どで認められている．

　濃度と処理法については，200ppm果実散布

と3ppm茎葉散布とで果実の肥大には有意差が

なかったが，ネットの発生において前者はネッ

トがやや太くなり，外観上優美さに欠けたこと

から後者の方が良いと考えられた．

　この点について，飯山2）はナフサクの16，000

倍（約3ppmに相当），鈴木15）は2～3ppm液

茎葉散布で果実の肥大，ネットの発生に効果が

あるとしており，本試験の結果と一致している．

　処理時期に関する本試験の結果はネット発生

期より果実肥大初期の方が肥大が良かった．

　果実の肥大は開花後5～10日頃が最も大きい

とされており義16），この時期のかん水は肥大に

大きく影響することからNAAについてもこの

時期が最も効果が高いものと推察される．

　しかし果形やネットの発生への影響も考慮す

ると鈴木15）が指摘している様にこの時期よりや

や遅らせた方が良いのかも知れない．

　N　A　Aの肥大効果の品種間差については，第

6表のとおり，アールス，キング，ふかみどり，

プリンスメロンは3～5ppmで効果が認められ

た，ところがコサック，アイボリーは3～5pp

mでは落果する場合があり，その上効果も明ら

かではなかった．

　高嶋19）によればカボチャに対するNAAの肥

大効果は，種間・系統間で差があることを指摘

しており，メロンにおいても本試験の結果から

品種によつて効果に差があるものと考えられた．

　以上により，NAAはアールスなど品種によ
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っては果実の肥大効果が認められたが，場合に

より果形が乱れたり糖度が低下したりマイナス

になることもあるので15）実用化にはさらに品質

面への影響を検討する必要がある．

　　　　　　　V　摘要
　ハウスメロンに対する着果ホルモン剤及ぴ果

実肥大促進ホルモン剤の効果とそれらの処理方

法を検討した．

　1．着果ホルモン剤としてPCA15～30ppm

（製品100～50倍），BA100pPmが有効であ

り，処理方法は子房及び花梗部にスプレーし，

あわせて人工受粉も行う．

　2．着果ホルモン剤の処理時期に関して，開

花前日から1日後までは着果率が高かった．

　3．NAA3ppm液の果実肥大初期茎葉散布

が果実の肥大促進に効果が認められた．

　4．NAAの肥大効果には品種間に差があり，

アールス，キング，ふかみどり，プリンスメロ

ンは3～5ppmで効果が高かった。ところがコ

サックとアイボリーは効果が認められなかった．

　この試験を実施するにあたり，ご指導いただ

いた遠藤喜重野菜部長に深く謝意を表する．
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栃木農試研報Nα21：91〜98（1976）

メロンの着果と果実肥大に及ぼす生長調整物質の影響について

高野邦治・川里宏

　　　　　　1　緒　　　言

　メロン栽培において着果不良は重要な問題で

あり，これは花自体の素質にもよるが環境条件

により大きく支配される．ことに開花期の低温

や日照不足による花粉ねん性の低下や開やく不

良で着果が不安定になりやすい押軌18）

　着果不良対策としてのホルモン剤の利用につ

いて報告がいくつかあり，近藤8》はプリンスメ

ロンにナフタレン酢酸を処理することによって

単為結果することを，また高山20）はトマトトー

ンやベンジルアデニンでプリンスメロンの着果

率が向上することを認め，メロンの着果促進に

ホルモン剤が有効であることを指摘している．

　しかし，これらはいずれも露地メロンを対象

としたもので，最近育種が進んでいるハウスメ

ロンについての報告は少ない13》

　そこで筆者らはハウスメロンの着果安定化を

はかるため1972年から基礎的な花粉ねん性の問

題と着果ホルモン剤の効果について検討を行っ

た．そして花粉のねん性については第18号で報

告したが，今回は着果ホルモン剤に関してトマ

トトーンとベンジルアミノプリンが有効である

ことを確認し，それらの処理法を明らかにした

ので報告する．

　またナフタレン酢酸は着果促進に効果がなか

ったが，飯山2》が指摘する様に果実の肥大促進

に効果があり，その処理法についても検討した

のであわせて報告する．

　　　　　II　材料及ぴ方法

　1．　着果ホルモン剤の種類と濃度について

1972年春作はサンライズを用い，BA（N6一ベ

ンジルアミノプリン3％，クミアイ化学），PC

A　（パラクロルフェノキシ酢酸0．15％，トマト

トーン，石原産業〉，NAA（ナフタレン酢酸5

％，ナフサク，三共製薬），トライロン（2一ヒ

ドロキシメチルー4一クロロフェノキシ酢酸ナ

トリウム9．8％，塩野義製薬）の着果促進効果

を検討した．

　濃度はBAが100，200PPm，PCAが15pPm

（対製品希釈1％液），30ppm（2％液），　トラ

イロンが500ppmとした。

　処理方法は12〜16節についた雌花を供試し，

開花当日人工受粉を行った後ハンドスプレーで

子房部に側面から2吹き噴霧した．無処理は人

工受粉だけ行った．

　栽培は2月21日には棟し，3月30日に無加温

ハウス内に定植した．仕立法は1本仕立て立ち

栽培で23〜25節で摘心した．栽植密度はa当た

り240株，施肥量はa当たりN：2kg，P205：

3kg，K20　：2kgとした．

　着果率調査は開花1週間後に約30花について，

また果実調査は収穫時に糖度が5果，それ以外

は40果を供試して行った．糖度は屈折糖度計で

測定した．

　1972年秋作はサンライズとキングを供試し，

上記のホルモン剤の他に2，4−D（2，4一

ジクロルフェノキシ酢酸ナトリウム1水化物95

％，石原産業）5ppmも加えて検討した．

　栽培法は7月16日は種，8月8日定植でその

他は前の試験に準じて行った．

　2．　着果ホルモン剤の処理時期について

　前年の結果で着果促進効果が高かつたB　Aと

PCAについて，処理適期の範囲を明らかにす

るため処理時期の検討をした．
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